
 

 

 

鳥海山の懐に抱かれて暮らす私たちは  

●湧水に育まれた生態系の中で暮らします。  

●湧水を美しいまま未来へ手渡します。  

●湧水の恵みに支えられた伝統文化と暮らしを伝えます。 

 

 

平成18年11月17日から18日に開催された第2回淡水魚保全シン

ポジウム「湧水保全フォーラムinゆざ：ざわめく自然をめぐって」

の中で採択されました。 

ここに生きる生きものの全ては、鳥海山からの水の恵みをもら

って生きているといっても過言ではありません。  

私たちもまた、水のないところでは暮らせませんが、生きもの

の命の環からはずれていくように思えます。地面より下のことは

見えませんし、どのようにして湧水を守っていけばよいのかも定

かにはわかりません。でも、湧水がなくなるとしたら、そのとき

は、私たちの文化や暮らしそのものも壊れていくときでしょう。  

この宣言の一部分にでも、少しでも、共感を覚えたなら、その

感覚を大切に持ち続けてください。 


